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（1）　冬季大会
スケート競技では、昨年度同様入賞には至らず、参加点 10 点の獲得にとどまった。
しかしながら、フィギュア少年女子ではフリースケーティング進出を果たし、今後の活躍を期待させる戦いぶりを魅せた。
アイスホッケー競技では、若手とベテランのバランスのとれたチームで上位進出を目指したが、準々決勝で今大会優勝の

北海道に敗れた。
一方、昨年 2 位入賞を果たしている少年男子 ( 日光明峰高校 ) は、今大会も決勝に進出を果たしたが、15 連覇中の北

海道に敗れ惜しくも準優勝。競技別総合成績では天皇杯 65 点を獲得し第 3 位となった。
スキー競技では、少年男子の君島選手が 5 位入賞を果たし、県勢 2 年ぶりとなる競技得点を獲得した。

（2）　関東ブロック大会
今年は本大会を控える茨城県を除き、関東 7 都県によるハイレベルな戦いが行われた。本県選手団は、関東ブロック大

会３１競技中 ( アイスホッケー競技を除く)、２１競技３３種別において本大会への出場権を獲得し、昨年とほぼ同数の通過
競技数及び通過種別数であった。

今大会においては、昨年の福井国体で競技別男女総合成績第 1 位を獲得した弓道競技が 1 種別しか通過できなかったが、
ハンドボール競技成年男子の 26 年ぶりの本大会出場、バスケットボール競技少年女子の 35 年ぶりのブロック通過、水泳
( 水球 ) 競技少年男子とバスケットボール競技少年男子においては初のブロック通過など「いちご一会とちぎ国体」に向けた
育成強化策が着実に実を結んできている。

茨城国体本大会では、28 年ぶりに関東ブロック全種別突破を達成したホッケー競技やソフトボール競技の成年種別で競
技別男女総合成績第 1 位を視野に入れた大量得点が期待できる。

また、ライフル射撃競技、馬術競技、スポーツクライミング競技などにおいても例年同様の上位入賞を期待したい。
（3）　本大会

団体競技では、本県のお家芸であるホッケー競技が 29 年ぶり、クレー競技が 11 年ぶりに総合優勝に輝いた。スポーツ
クライミング競技においては、川又・関口ペアが少年男子ボルダリングで第 1 位。ソフトボール競技成年男子は 2 年ぶりの
優勝をかけ長崎県との決勝に挑んだが、惜敗し第 2 位、成年女子は強豪群馬県に準決勝で善戦するも敗れ第 3 位。剣道
競技成年男子は鹿児島県との激闘を制し、千葉国体以来の入賞を果たした。

個人競技では、馬術競技において成年男子、成年女子の増山夫妻がそれぞれの種目で第 1 位、少年の鶴見選手がダービー
で第 1 位に輝き、総合成績第 4 位に大きく貢献した。さらに、自転車競技においても石原選手がポイント・レースで第 1 位、
田崎選手がケイリンで第 2 位に輝いた。その他にも、水泳 ( 競泳 ) 競技の萩野選手やウエイトリフティング成年男子の山根
選手がそれぞれの種目で第 2 位に輝くなど、17 競技 35 種別で入賞を果たした。

また、水泳競技や剣道競技成年女子、バスケットボール競技少年女子の上位入賞といった女子種別の活躍も見られ、皇
后杯の得点に大きく貢献した。

（4）　総評
今大会は茨城県を中心に各競技で熱戦を繰り広げたが、総合成績は天皇杯 18 位・皇后杯 26 位となり、目標である天

皇杯・皇后杯 15 位以内 (TochigiVictoryPlan より) には届かなかったが、昨年よりも順位・得点ともに大きく躍進し、和
歌山国体以来 4 年ぶりに総合得点 1000 点以上を獲得した。

3 年後に控える ｢いちご一会とちぎ国体｣ に向けて、競技団体や選手の意識と実力は高まってきている。天皇杯・皇后杯
の獲得という共通の目標を達成するためにも、競技団体と関係機関が共に手を携え、一層の強化にあたっていくことが重要
と考える。

第74回国民体育大会　栃木県選手団の成績
総合成績

第74回国民体育大会を振り返って

冬季大会得点 本大会得点 合計得点 順位

天皇杯 今大会 89（30） 675.5（400） 675.5（400） 1075.5 18位
前大会 35（30） 440.5（370） 475.5（400） 875.5 28位

皇后杯 今大会 0（20） 201（350） 201（350） 551 26位
前大会 0（20） 188.5（330） 188.5（350） 538.5 26位

※（　　）は参加得点
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入賞者一覧
1　冬季大会
No. 競　技　名 種　　別 氏　　名 種　　目 順位 得点 競技別得点

1 アイスホッケー 少年男子 栃木県（日光明峰高校） 団体 2 35 55成年男子 栃木県 団体 5 20
2 スキー 少年男子 君島　王羅 ジャイアントスラローム 5 4 4 

2　本大会
No. 競　技　名 種　　別 氏　　名 種　　目 順位 得点 競技別得点

1 陸上競技

成年男子 根本　大輝 800m 4 5 

17.5
少年男子 B 滝澤　愛弥 3000m 5 4 
少年女子 B 野田　楓 走幅跳 5 4 
成年男子 佐藤　風雅 400m 6 3 

少年男子共通 菅谷　拓海 110H 7 1.5

2 水　泳

（競泳）

成年男子 萩野　公介 200m 個人メドレー 2 7

44

少年男子 B 蓮沼　椋祐 50m 自由形 3 6
成年女子 清水　咲子 200m 個人メドレー 4 5

少年女子 A 髙橋　奈々 200m 平泳ぎ 4 5
成年女子 岸　愛弓 100m 平泳ぎ 5 4 

少年男子 B 蓮沼　椋祐 100m バタフライ 6 3
少年女子 B 赤羽　沙也加 100m 背泳ぎ 6 3 
少年男子 A 磯野　稜介 200m 背泳ぎ 7 2
成年女子 今井・岸・寺山・岸本 4×100mMR 8 1
成年女子 寺山・岸本・笹原・長濱 4×50mFR 8 1

（飛込）
成年女子 榎本　遼香 高飛込 4 5
成年男子 岡本　宗 高飛込 8 1
少年女子 関野　思衣 高飛込 8 1

3 ホッケー

少年男子 栃木県（今市高校） 団体 1 64

192成年男子 栃木県（LIEBE 栃木） 団体 1 60
成年女子 栃木県（グラクソ・スミスクライン） 団体 3 48
少年女子 栃木県（今市高校） 団体 5 20

4 バスケットボール 少年女子 栃木県 団体 3 27.5 27.5

5 レスリング 少年男子 市川　アンディ フリースタイル 80kg 級 3 5.5 8少年男子 鷲頭　海成 フリースタイル 125kg 級 5 2.5

6 ウエイトリフティング

成年男子 山根　大地 73kg 級スナッチ 2 7

32

女子 大塚　優子 -71kg 級スナッチ 2 7
成年男子 ジェンディ　今夢 96kg 級スナッチ 4 5

女子 大塚　優子 -71kg 級クリーン & ジャーク 4 5
成年男子 山根　大地 73kg 級クリーン & ジャーク 5 4
成年男子 ジェンディ　今夢 96kg 級クリーン & ジャーク 7 2
少年男子 舘野　莞 73kg 級スナッチ 8 1
少年男子 舘野　莞 73kg 級クリーン & ジャーク 8 1

7 自転車競技 成年男子 石原　悠希 ポイントレース 1 8 15少年男子 田崎　隼翔 ケイリン 2 7

8 馬　術

成年女子 増山　久佳 トップスコア 1 8

52

少年 鶴見　汐花 ダービー 1 8
成年男子 増山　誠倫 六段障害飛越 1 7
成年男子 増山　誠倫 トップスコア 4 5
成年男子 駒津　眞希 ダービー 5 4
成年男子 鈴木　直人 自由演技馬場馬術 5 4

少年 長谷川 晶子・長谷川 晶大 リレー 5 4
成年男子 鈴木　直人 馬場馬術 6 3
成年男子 駒津　眞希 スピード & ハンディネス 6 3

少年 飯田　さや 馬場馬術 6 3
少年 飯田　さや ダービー 7 2
少年 長谷川　晶大 二段階障害飛越 8 1

9 柔道 成年男子 栃木県 団体 8 12.5 12.5

10 ソフトボール 成年男子 栃木県（ホンダエンジニアリング） 団体 2 56 100成年女子 栃木県（本田技研） 団体 3 44 

11 ライフル射撃

少年男子 野沢　勇翔 BR30J 2 7

27
成年男子 小林　郁弥 FR3×40 3 6 
成年男子 村山　敦史 CFP60 3 6 
少年女子 宮下　万綾 BR60WJ 4 5 
少年男子 野沢　勇翔 BP60J 6 3 

12 剣道 成年女子 栃木県 団体 5 7.5 20成年男子 栃木県 団体 8 12.5 
13 スポーツクライミング 少年男子 川又・関口 ボルダリング 1 24 24 

14 クレー射撃 成年 栃木県 スキート 2 21 33成年 栃木県 トラップ 5 12 
15 ボウリング 成年男子 栃木県 団体 5 12 12
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☆★☆　第74回国民体育大会主な活躍　★☆★

ホッケー競技少年男子
優勝　栃木県（今市高等学校）

自転車競技少年男子
ポイント・レース
優勝　石原 悠希

スポーツクライミング競技少年男子
ボルダリング

優勝　栃木県（川又 関口）

ソフトボール競技成年男子
準優勝　栃木県（ホンダエンジニアリング）

馬術競技成年女子
トップスコア

優勝　増山 久佳

ハンドボール競技成年男子
26年ぶり 本大会出場


